
清
沢
満
之
の
「信
念
」

——
そ
の
源
泉
と
内
実
——

小 

野 

蓮 

明

清
沢
満
之
の
最
後
の
原
稿
は
「我
が
信
念
」

で
あ
る
こ
と
は
、
夙
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
原
題
目
は
「我
は
此 

の
如
く
如
来
を
信
ず
」

で
あ
る
。
「
私
は
常
々
信
念
と
か
如
来
と
か
云
ふ
こ
と
を
口
に
し
て
居
ま
す
が
、
其
私
の
信
念
と
は
如
何
な
る
も 

の
で
あ
る
か
、
私
の
信
す
る
如
来
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
之
を
少
し
く
開
陳
し
ま
せ
う
」
と
書
き
出
さ
れ
た
文#|̂

の
最
初
に
、
 

私
の
信
念
と
は
、
申
す
迄
も
な
く
、
私
が
如
来
を
信
ず
る
心
の
有
様
を
申
す
の
で
あ
る
が
、
其
に
就
て
、
信
す
る
と
云
れ
こ
と
と
・ 

如
来
と
云
ふ
こ
と
と
、
二
つ
の
事
柄
が
あ
り
ま
す'

此
の
二
つ
の
事
柄
は
丸
で
別
々
の
こ
と
の
様
に
も
あ
り
ま
す
が
、
私
に
あ
り
て 

は
、

ソ
ー
で
は
な
く
し
て' 

二
つ
の
事
柄
が
全
く 

一
 

つ
の
こ
と
で
あ
り
ま
す' 

私
の
信
念
と
は
、
ド
ン±

こ
と
で
あ
る
か' 

如
来
を 

信
ず
る
こ
と
で
あ
る
、
私
の
云
ふ
所
の
如
来
と
は
、
ド
ン
ナ
も
の
で
あ
る
か
、
私
の
信
す
る
所
の
本
体
で
あ
る
、

(

『清
沢
満
之
全
集
」
第
六
巻(

岩
波
書
店)

三
三
〇
頁) 

と
述
べ
て
い
る
。
「如
来
、
我
を
救
う
や
」
と
問
い
続
け
た
清
沢
が
、
そ
の
悪
戦
苦
闘
の
求
道
の
歩
み
か
ら
克
ち
取
っ
た
信
念
と
は
、
信 

ず
る
心
と
信
ぜ
ら
れ
る
如
来
と
が
「全
く 

一
 

つ
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
信
念
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の

「
私
の
信
念
」
は
、

1



第
一
の
点
よ
り
云
へ
ば
、
如
来
は
、
私
に
対
す
る
無
限
の
慈
悲
で
あ
る
、
第
二
の
点
よ
り
云
へ
ば
、
如
来
は
、
私
に
対
す
る
無
限 

の
智
慧
で
あ
る
、
第
三
の
点
よ
り
云
へ
ば
、
如
来
は
、
私
に
対
す
る
無
限
の
能
力
で
あ
る
、
斯
く
し
て
、
私
の
信
念
は
、
無
限
の
慈 

悲
と
無
限
の
智
慧
と
無
限
の
能
力
と
の
実
在
を
信
す
る
の
で
あ
る
、
無
限
の
慈
悲
な
る
が
故
に
、
信
念
確
定
の
其
時
よ
り
、
如
来
は
、
 

私
を
し
て
直
に
平
穏
と
安
楽
と
を
得
せ
し
め
た
ま
う
、(

中
略)

次
に
如
来
は
、
無
限
の
智
慧
で
あ
る
が
故
に' 

常
に
私
を
照
護
し 

て
、
邪
智
邪
見
の
迷
妄
を
脱
せ
し
め
た
ま
う
、(

中
略)

サ
テ
又
如
来
は
無
限
の
能
力
で
あ
る
が
故
に
、
信
念
に
よ
り
て
、
大
な
る 

能
力
を
私
に
賦
与
し
た
ま
う

 ヽ

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
六
卷
・
三
三
ニ
ー
三
頁) 

と
い
っ
て
、
さ
ら
に

無
限
大
悲
の
如
来
は
、
如
何
に
し
て
、
私
に
此
平
安
を
得
せ
し
め
た
ま
う
か
、
外
で
は
な
い
、

一
切
の
責
任
を
引
受
け
て
く
だ
さ 

る

、
こ
と
に
よ
り
て
、
私
を
救
済
し
た
ま
う
こ
と
で
あ
る
、
如
何
な
る
罪
悪
も
、
如
来
の
前
に
は
、
毫
も
障
り
に
は
な
ら
ぬ
こ
と
で 

あ
る
、
私
は
善
悪
邪
正
の
何
た
る
を
弁
ず
る
の
必
要
は
な
い
、
何
事
で
も
、
私
は
只
自
分
の
気
の
向
ふ
所
心
の
欲
す
る
所
に
順
ふ
て 

之
を
行
ふ
て
差
支
は
な
い
、
其
行
ひ
が
過
失
で
あ
ら
う
と
罪
悪
で
あ
ら
う
と
、
少
し
も
懸
念
す
る
こ
と
は
入
ら
な
い
、
如
来
は
私
の 

一
切
の
行
為
に
就
て
責
任
を
負
ふ
て
下
さ
る
ゝ
こ
と
で
あ
る
、
私
は
只
此
如
来
を
信
ず
る
の
み
に
て
、
常
に
平
安
に
住
す
る
こ
と
が 

出
来
る
 ヽ

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
六
巻
・
三
三
四
頁) 

と
述
べ
て
、
無
限
大
悲
の
如
来
を
信
ず
る
信
念
に
獲
得
さ
れ
た
、
無
碍
な
る
信
境
を
鮮
明
に
表
白
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
白
に
、
信
念
の 

人

，
清
沢
満
之
が
獲
得
し
た
信
仰
的
自
覚
の
極
致
、
信
念
の
内
面
の
絶
頂
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

絶

筆

「
我
が
信
念
」
に
お
け
る
清
沢
の
信
念
の
「実
感
の
極
致
」
は
、
明

治

三

十

一(

一
八
九
八)

年
十
月
二
十
四
日
の
「臘
扇
記
」 

に
、
「自
己
ト
ハ
何
ソ
ヤ
是
レ
人
世
ノ
根
本
的
問
題
ナ
リ
」
と
問
う
て
、

自
己
ト
ハ
他
ナ
シ
絶
対
無
限
ノ
妙
用
二
乗
托
シ
テ
任
運
二
法
爾
二
此
境
遇
二
落
在
セ
ル
モ
ノ
即
チ
是
ナ
リ 

只
夫
レ
絶
対
無
限
二
乗
托
ス 

故
一
一
死
生
ノ
事
亦
憂
フ
ル
二
足
ラ
ス 

死
生
尚
且
ツ
憂
フ
ル
二
足
ラ
ス 

如
何
ニ
況
ン
ヤ
此
ヨ
リ

2



而
下
ナ
ル
事
件
ニ
於
テ
オ
ヤ
追
放
可
ナ
リ
獄
牢
甘
ン
ズ
ベ
シ
誹
謗
攬
斥
許
多
ノ
凌
辱
豈
一
一
意
二
介
ス
ベ
キ
モ
ノ
ア
ラ
ン
ヤ 

否
之
ヲ
憂
フ
ル
ト
雖
ト
モ
之
ヲ
意
二
介
ス
ト
雖
ト
モ
吾
人
ハ
之
ヲ
如
何
ト
モ
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
我
人
ハ
寧
口
只
管
絶
対
無
限
ノ 

吾
人
二
賦
与
セ
ル
モ
ノ
ヲ
楽
マ
ン
カ
ナ 

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
八
巻-

三
六
三
頁) 

と
告
白
さ
れ
た
、
あ
の
信
仰
的
自
覚
の
内
面
の
吐
露
で
も
あ
る
。
「自
己
ト
ハ
何
ソ
ヤ
」
と
、
真
に
自
己
な
る
も
の
を
問
い
尋
ね
尋
究
し 

続
け
た
清
沢
は
、

つ

い

に

「自
己
ト
ハ
他
ナ
シ 

絶
対
無
限
ノ
妙
用
二
乗
托
シ
テ
任
運
二
法
爾
二
此
境
遇
二
落
在
セ
ル
モ
ノ
即
チ
是
ナ 

り
」
と
い
う
、
明

晰

な

「乗
托
妙
用
」

の
自
己
の
信
念
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
自
身
を
如
来
の
本
願
に
乗
托
し
て
生
き
る
も
の
で
あ
る 

と
い
う
、
こ
の
明
晰
な
自
覚
は
、
か
の
善
導
の
二
種
深
信
の
教
説
、
就

中

善

導

が

「
か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
は
衆
生
を
摂
受
し
て
、
 

疑
い
な
く
慮
り
な
く
か
の
願
力
に
乗
じ
て
、
定
ん
で
往
生
を
得
」
と
示
さ
れ
た
法
の
深
信
か
ら
学
び
取
ら
れ
た
知
見
で
あ
る
に
違
い
な
い
。 

清

沢

満

之

が

「自
己
の
信
念
の
確
立
」
こ
そ
人
生
の
最
大
事
件
で
あ
る
と
見
定
め
た
背
景
に
は
、
宗
門
改
革
運
動
に
お
け
る
「
人
事
の 

興
廃
」
や
、
彼

が

「
人
情
の
煩
累
」
と
呼
ん
だ
実
人
生
の
煩
悶
憂
苦
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「追

放

，
獄

牢

，
誹 

謗
攬
斥
・
許
多
の
凌
辱
」
と
い
う
厳
し
く
重
い
業
縁
の
中
で
、
満
之
が
見
据
え
た
も
の
は
一
体
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は' 

一
言
に
し
て 

云
え
ば
、
恐
ら
く
人
間
の
最
も
執
拗
な
自
我
分
別
心
で
あ
り
、
自
我
執
心
性
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
東
京
大
学
で
西
洋
哲
学
を
学
ん
だ
清 

沢
の
思
想
を
形
成
し
た
も
の
は
、
主
と
し
て
カ
ン
ト
や
ヘ
ー
ゲ
ル
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
哲
学
で
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近 

代
の
哲
学
は
、

デ
カ
ル
ト
の
根
本
命
題
「我
れ
思
う
、
故
に
我
あ
り
」6

〇
^.
！
;0

一
爲
。5

1
1
1
1
1
)

に

始

ま

る

「
我
」

の
哲
学
で
あ
る
と
言
わ 

れ
て
い
る
。
清
沢
は
、
「我
れ
思
う
、
故
に
我
あ
り
」
と
い
う
近
代
的
自
我
に
対
し
て
、
「
転
迷
開
悟
録
」

で

「
是
レ
迷
倒
ナ
リ
」(

『全 

集
』
第
二
巻
，
一
六
五
頁)

と
は
っ
き
り
と
言
い
切
っ
て
、
近
代
的
自
我
の
自
覚
と
そ
の
超
克
と
い
う
歴
史
的
課
題
を
い
ち
は
や
く
見
据
え 

て
い
た
の
で
あ
る
。
満

之

が

「真
に
自
己
な
る
も
の
」
を
問
い
続
け
て
、
自
己
の
信
念
の
確
立
こ
そ
人
生
最
大
の
事
件
で
あ
る
と
見
定
め 

た
背
景
に
は
、
宗
門
改
革
運
動
に
お
け
る
「
人
事
の
興
廃
」
や
家
庭
問
題
に
お
け
る
「
人
情
の
煩
累
」
と
い
う
人
生
の
煩
悶
憂
苦
が
あ
っ 

た
が
、
そ
の
人
間
の
自
我
性
の
奥
に
、
近
代
的
自
我
の
自
覚
と
超
克
と
い
う
大
き
な
歴
史
的
課
題
を
見
据
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
代
的

3



自
我
の
立
場
は
、
本
質
的
に
如
来
な
る
も
の
に
背
き
如
来
の
は
た
ら
き
に
抗
し
て
自
我
分
別
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な 

自
我
と
し
て
の
我
を
、
如
来
は
本
当
に
救
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
救
う
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
救
済
は
成
り
立
つ
の
か
。
「如
来
、
 

我
を
救
う
や
」
、
こ
の
問
い
が
清
沢
満
之
の
求
道
の
根
本
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

--

清
沢
満
之
は
、
明

治

二

十

九(
-

ハ
九
六)

年
十
月
か
ら
明
治
三
十(

一
八
九
七)

年
一
月
に
か
け
て
、
稲

葉
昌

丸

・
今

川

覚

神
・
井 

上

豊

忠,

月
見
覚
了
，
清
川
円
誠
ら
と
共
に
、
本
来
の
教
団
を
求
め
て
大
谷
派
宗
門
改
革
運
動
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
図
す 

る
と
こ
ろ
は
、
宗
門
を
し
て
教
学
の
本
道
に
立
ち
帰
ら
し
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。
満
之
は
す
で
に
早
く
、
明

治

二

十

五(

一
八
九
二)

年 

十
月
四
日
、
大
浜
西
方
寺
の
父
清
沢
厳
照
に
宛
て
た
書
簡
で
、

教
学
は
一
宗
の
生
命
に
有
之
候
ゆ
ゑ
、

一
日
も
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
に
存
居
候
処
、
今
日
の
有
様
本
山
に
於
い
て
は
再
建 

負
債
の
二
大
件
の
為' 

教
学
に
充
分
の
基
礎
を
置
く
暇
無
之
は
如
何
に
も
慨
嘆
の
至
り
に
候
故
、
小
生
共
不
肖
乍
ら
今
回
此
の
一
事 

を
以
て
派
内
有
志
に
謀
り
度
存
候
次
第
に
候
。
而
し
て
畢
竟
小
生
共
の
期
望
す
る
所
は
、
確
然
た
る
基
礎
を
置
き
教
学
の
独
立
を
遂 

げ
ん
と
す
る
事
実
、(

中
略)

い
よ
く
着
手
之
上
は
充
分
の
奮
励
を
致
し
、
満
腔
の
精
神
を
吐
露
し
て
、
全
国
有
縁
の
人
々
に
相 

談
仕
候
心
底
に
有
之
候
。
 

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
九
巻
・
四
七
——
ハ
頁) 

と
い
っ
て
、
「
一
宗
の
生
命
」
で

あ

る

「
教
学
の
独
立
」
を
強
く
叫
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
志
願
が
後
の
白
川
党
改
革
運
動 

と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
明

治

二

十

九(

一
ハ
九
六)

年

十

月

『教
界
時
言
』

の
創
刊
号
で
、
 

夫
れ
教
学
な
る
も
の
は
宗
門
命
脈
の
繫
る
肝
。

一
派
将
来
の
盛
衰
は
一
に
其
施
設
の
当
否
に
よ
り
て
決
す
。
故
に
教
学
の
事
業
は 

宗
門
の
一
日
も
等
閑
に
附
す
べ
か
ら
ざ
る
所
と
す
。
 

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
七
巻1

ー
頁) 

と
い
い
、
そ
の
巻
頭
論
文
「教
界
時
言
発
行
の
趣
旨
」

で
は
、
伝
統
的
宗
門
の
沈
滞
し
た
澱
み
を
破
っ
て
、
教
団
の
根
本
的
理
念
を
叫
ん

4



で
、
清
沢
は
、
次
の
よ
う
に
喝
破
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

大
谷
派
本
願
寺
は
、
余
輩
の
拠
て
以
て
自
己
の
安
心
を
求
め
、
拠
て
以
て
同
胞
の
安
心
を
求
め
、
拠
て
以
て
世
界
人
類
の
安
心
を 

求
め
ん
と
期
す
る
所
の
源
泉
な
る
に
於
て
を
や
。 

(

同
巻
・
四
頁) 

教
団
と
は
、
宗
門
と
は
、

一
体
何
か
。
そ
れ
は
何
よ
り
人
類
の
安
心
の
源
泉
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
喝
破
し
て
、
宗
門
改
革
運
動
に
奮 

起
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
高
邁
な
気
概
を
も
っ
て
始
め
ら
れ
た
宗
門
改
革
運
動
も
、
や
が
て
教
団
の
伝
統
的
体
質
の
前
に
挫
折
し 

満
之
等
の
白
川
派
の
す
べ
て
は
教
団
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
教
法
中
心
・
信
仰
中
心 

の
教
団
観
が
確
か
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

大
谷
派
な
る
も
の
は
抑
も
何
の
処
に
存
す
る
か
、
日
く
谷
派
な
る
宗
門
は
大
谷
派
な
る
宗
教
的
精
衲
の
存
す
る
所
に
在
り
、

(

「大
谷
派
宗
務
革
新
の
方
針
如
何
」
同
巻
，
一
〇
三
頁) 

宗
門
改
革
に
失
敗
し
た
清
沢
は
、
宗
門
の
本
来
的
意
義
の
回
復
は
、
た
だ
教
学
に
よ
っ
て
の
み
な
さ
れ
得
る
と
確
信
し
、
ま
ず
自
己
自 

身
の
信
念
の
確
立
が
先
決
で
あ
る
と
決
着
し
て
、
大
浜
の
西
方
寺
に
帰
っ
て
繙
か
れ
た
聖
教
が
『阿
含
経
』

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『阿 

含
経
』

の
読
誦
は
、
明

治

三

十(

一
ハ
九
七)

年
の
末
頃
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
図
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

宗
門
改
革
運
動
の
責
任
を
問
わ
れ
て
教
団
除
名
の
処
分
を
受
け' 

加
え
て
長
男
信
一
の
戸
籍
問
題
や
実
父
徳
永
永
則
の
処
遇
と
い
う
家
庭 

問
題
に
心
労
し
、
彼
自
身
の
結
核
の
病
勢
も
進
行
し
て
、
文
字
通
り
内
外
共
に
危
機
的
状
況
に
あ
っ
て
、
自
ら
の
学
道
の
灯
と
し
て
『阿 

含
経
』
を
選
ん
だ
の
は
、
恐
ら
く
仏
教
の
初
心
に
帰
っ
て
教
主
世
尊
の
教
言
に
直
接
し
、
出
発
点
か
ら
仏
教
を
学
び
直
そ
う
と
決
心
し
た 

か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
満
之
が
自
ら
の
危
機
的
な
存
在
状
況
の
中
で
選
ん
だ
の
が
大
乗
の
経
典
で
は
な
く
て
、
永
く
小
乗
の
経
典
と
見 

做

さ

れ

て

き

た

『阿
含
経
』
、
釈
尊
の
言
語
録
と
も
い
う
べ
き
『阿
含
経
』

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
す
で
に
満
之
の
鋭
い
実
存
的
関
心
で
あ 

っ
た
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
明

治

三

十

一(

一
八
九
八)

年
三
月
五
日
、
井
上
豊
忠
宛
の
書
簡
に
、
 

頃
日
、

『本
行
集
経
』
を
繙
き
、
悉
達
太
子
の
出
家
修
道
の
事
歴
を
玩
誦
致
候
に
、
 

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
九
巻
，
一
六
二
頁)
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と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
満

之

が

『阿
含
経
』
か
ら
学
び
得
た
も
の
は
、
釈
尊
出
家
修
道
の
精
神
で
あ
り
、
苦
悩
の
現
実
を
通
し
て
真
の 

自
己
を
問
い
求
め
る
と
い
う
、
人
間
実
存
の
鋭
い
内
観
の
道
で
あ
っ
た
。

清
沢
は
ま
た
、
明

治

三

十

一(

一
ハ
九
八)

年

九

月

頃

に

『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
語
録
』

に
出
会
い
、
そ
の
抜
書
き
を
始
め
て
い
る
。
同
年 

十
月
七
日
付
の
月
見
覚
了
宛
の
手
紙
に
、

前
書
に
も
申
上
げ
た
る
か
と
存
候
へ
共
、
今

回

沢

氏(

沢
柳
政
太
郎
、
筆
者
註)

方
よ
り
借
来
り
候̂

一
朵一

:

こ
は
中
々
面
白
く
、
 

爾
来
毎
日
纔
読
致
居
候
。 

(

同
巻
・
一
七
ニ
頁) 

と
い
っ
て
、
そ
の
抜
書
き
を
送
り
、
同
月
日
の
清
川
円
誠
宛
て
の
書
簡
、
十
日
付
の

草
間(

関
根)

仁
応
宛
て
の
書
簡
、
さ
ら
に
十
二
日 

付
の
稲
葉
昌
丸
宛
て
の
書
簡
な
ど
に
お
い
て
、
同
じ
趣
旨
内
容
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
清
沢
は' 

こ

の

『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
語
録
』
か
ら 

何
を
学
び
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
古
代
ロ
ー
マ
の
奴
隸
で
ス
ト
ア
学
派
の
哲
学
者
で
あ
る
。
自
ら
の
死
生
と
闘
い
、
 

追

放

・
獄

牢

・
誹
謗
攬
斥
・
許
多
の
凌
辱
と
い
わ
れ
た
人
間
関
係
の
煩
悶
憂
苦
の
中
か
ら
、
如
何
に
し
て
こ
れ
を
克
服
す
る
道
を
見
出
す 

こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
の
最
も
深
刻
な
問
題
状
況
の
直
中
に
あ
っ
た
満
之
が
、
 

奴
隸
状
態
に
あ
っ
た
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
一
種
の
運
命
の
共 

感
を
見
出
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
満
之
が
こ
の
書
か
ら
学
ん
だ
も
の
は'

「如
意
な
る
も
の
と
不
如
意
な
る
も
の
」' 

す
な
わ
ち
自
己 

に
属
す
る
も
の
と
自
己
に
属
さ
な
い
も
の
と
の
分
を
峻
別
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
真
の
自
己
自
身
を
し
っ
か
り
と
把
持
し
て
、
自
己
な
ら 

ざ
る
も
の
に
心
を
奪
わ
れ
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
不
動
心
の
智
慧
の
獲
得
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
一
切
の
苦
悩
の
根
は
、
自
己
を
見
失
う 

と
い
う
こ
と
、
こ
の
一
点
に
由
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。

宗
門
改
革
に
失
敗
し
、
教
界
の
革
新
は
た
だ
自
己
の
信
念
の
確
立
よ
り
ほ
か
に
道
は
な
い
と
痛
感
し
た
清
沢
は
、
大
浜
の
西
方
寺
で
喀 

血
の
襲
来
と
人
情
の
煩
累
に
懊
悩
し
な
が
ら
、

『阿
含
経
』
と

『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
語
録
』
を
身
読
し
、
新
し
い
決
定
的
な
信
境
の
開
け
を 

得
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
す
で
に
掲
げ
た
明
治
三
十
一(

一
八
九
八)

年
十
月
二
十
四
日
の
「
臘
扇
記
」

の
、
あ
の
告
白
で
あ
る
。
 

自
己
ト
ハ
他
ナ
シ
絶
対
無
限
ノ
妙
用
二
乗
托
シ
テ
任
運-

一
法
爾
二
此
境
遇
二
落
在
セ
ル
モ
ノ
即
チ
是
ナ
リ
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い
わ
ゆ
る
「
乗
托
妙
用
の
自
己
」

の
獲
得
で
あ
る
。

清
沢
満
之
の
信
念
確
立
に
注
目
す
る
と
き
、
決
し
て
見
落
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
親
鸞
の
語
録
で
あ
る
『歎
異
抄
』

で
あ
る
。
『阿
含 

経
』
と

『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
語
録
』
と

『歎
異
抄
』
を

い
わ

ゆ

る

「
予
が
三
部
経
」
と
い
っ
て
、
自
己
の
信
念
確
立
を
そ
こ
か
ら
学
び
取
っ 

た
の
で
あ
る
が
、

い
ま
特
に
注
意
す
べ
き
は
『歎
異
抄
』

で
あ
る
。
清
沢
が
親
鸞
の
仮
名
聖
教
、
こ

と

に

『歎
異
抄
』

に
親
し
み
始
め
た 

の
は
、
明

治

二

十

三(

一
八
九
〇)

年
七
月
、
京
都
府
尋
常
中
学
校
の
校
長
を
親
友
の
稲
葉
昌
丸
に
託
し
て
、
自
ら
制
欲
自
戒
の
生
活
を 

始
め
た
頃
で
あ
っ
て
、
『阿
含
経
』

『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
語
録
』

よ
り
は
る
か
に
早
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
満
之
は
、
『阿
含
経
』
と

『
エ
ピ 

ク
テ
タ
ス
語
録
』

に
つ
い
て
は
、
日
記
に
克
明
に
抜
書
き
し
、
友
人
宛
て
の
書
簡
に
も
書
き
送
っ
て
い
る
が
、

『歎
異
抄
』

に
つ
い
て
は 

一
語
の
抜
書
き
も
な
く
、
書
簡
や
数
多
い
著
作
論
文
の
中
に
も
出
て
こ
な
い
。
「
予
が
三
部
経
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
は
何
故
で
あ 

ろ
う
か
。
し
か
し
見
方
を
変
え
れ
ば
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
『歎
異
抄
』
と
の
出
遇
い
の
深
さ
を
、
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の 

で
は
あ
る
ま
い
か
。
言
葉
の
一
部
を
抜
き
出
し
、
そ
の
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
尋
ね
て
解
説
す
る
の
で
は
な
く
、
む

し

ろ

『歎
異 

抄
』

の
全
体
と
そ
の
『抄
』
を
生
み
出
し
た
歎
異
の
精
神
を
、
満
之
は
わ
が
も
の
と
な
さ
れ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『歎
異
抄
』
は
、

竊
か
に
愚
案
を
回
ら
し
て
、
ほ
ぼ
古
今
を
勘
う
る
に
、
先
師
の
口
伝
の
真
信
に
異
な
る
こ
と
を
歎
き
、
後
学
相
続
の
疑
惑
あ
る
こ 

と
を
思
う
に
、
幸
い
に
有
縁
の
知
識
に
よ
ら
ず
は
、

い
か
で
か
易
行
の
一
門
に
入
る
こ
と
を
得
ん
や
。

(

『真
宗
聖
典
』
六-

一
六
頁) 

と
書
き
出
さ
れ
て
、

か
な
し
き
か
な
や
、
さ
い
わ
い
に
念
仏
し
な
が
ら
、
直
に
報
土
に
う
ま
れ
ず
し
て
、
辺
地
に
や
ど
を
と
ら
ん
こ
と
。

一
室
の
行
者 

の
な
か
に
、
信
心
こ
と
な
る
こ
と
な
か
ら
ん
た
め
に\

な
く
な
く
ふ
で
を
そ
め
て
こ
れ
を
し
る
す
。
な

づ

け

て

『歎
異
抄
』
と
い
う 

べ
し
。
外
見
あ
る
べ
か
ら
ず
。
 

(

『真
宗
聖
典
』
六
四
一
頁) 

と
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
先
師
親
鸞
の
教
え
に
出
遇
い
な
が
ら
も
、
「先
師
の
口
伝
の
真
信
」

に
相
異
す
る
人
び
と
の
現
状
を
深
く
歎
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き
悲
し
み
、
親
鸞
な
き
後
の
念
仏
の
共
同
体
の
混
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
自
ら
先
師
の
教
え
に
直
接
導
か
れ
た
者
の
一
人
と
し
て
、
そ
の
異 

義
を
厳
し
く
批
判
し
、
そ
の
異
義
混
乱
の
す
べ
て
の
責
任
を
荷
負
う
て
偏
に
「先
師
の
口
伝
の
真
信
」
に
立
ち
帰
り
、
そ
れ
に
自
覚
的
に 

生
き
る
も
の
と
な
ろ
う
と
い
う
、
真
実
信
心
の
回
復
を
叫
ん
で
い
る
書
で
あ
る
。

『歎
異
抄
』
を
起
筆
さ
せ
た
歎
異
の
心
と
は
、
ま
さ
に 

念
仏
の
僧
伽
に
招
さ
れ
、
念
仏
の
僧
伽
に
身
を
置
い
た
者
の
使
命
感
で
あ
り
、
深
い
責
任
の
自
覚
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
満
之
が
こ
の 

『歎
異
抄
』
か
ら
学
ん
だ
も
の
は
、
ま
ず
親
鸞
の
生
け
る
教
言
で
あ
り
、
そ

し

て

『抄
』

の
編
者
・
唯
円
の
歎
異
の
精
神
、
す
な
わ
ち
異 

義
を
厳
し
く
批
判
し
つ
つ
先
師
の
口
伝
の
真
信
を
再
顕
し
、
本
願
念
仏
の
僧
伽
を
再
興
せ
し
め
ん
と
す
る
、
あ
の
精
神
で
あ
っ
た
と
い
え 

よ
う
。
「
仏
教
者
な
ん
ぞ
自
重
せ
ざ
る
乎
」
と
叫
ん
だ
満
之
の
教
団
改
革
の
精
神
も
、
教
学
復
興
の
精
神
も
、
等
し
く
こ
の
歎
異
の
精
神 

に
学
び
取
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
仏
教
の
客
観
的
な
研
究
と
い
う
関
心
を
破
っ
て
、
何
よ
り
も
自
分
自
身
が
釈
尊
の
出
家
修
道 

の
精
神
に
立
ち
、
ま
た
親
鸞
の
仏
道
精
神
に
立
っ
て
、
そ
の
教
説
に
自
覚
的
に
生
き
よ
う
と
さ
れ
た
満
之
の
仏
教
の
学
び
は
、
「
予
が
三 

部
経
」
、
こ

と

に

『歎
異
抄
』

の
歎
異
の
精
神
か
ら
学
び
取
ら
れ
た
極
め
て
厳
粛
な
実
存
的
な
学
び
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

--

明

治

三

十

六(

一
九
〇
三)

年

の

「当
用
日
記
」

の
終
わ
り
の
「
処
世
の
大
道
」
に
お
い
て
、
 

我
等
の
大
迷
は
如
来
を
知
ら
ざ
る
に
あ
り
。
如
来
を
知
れ
ば
始
め
て
我
等
の
分
限
あ
る
こ
と
を
知
る
。

(

『清
沢
満
之
全
集
」
第
八
巻
・
四
五
三
頁) 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
最

後

の

原

稿

「
我
は
此
の
如
く
如
来
を
信
ず(

我
信
念)

」
は
、
「我
、
如
来
を
信
ず
」
と
告
白
さ
れ
た
満
之
の
信
仰 

的

自

覚

の

「実
感
の
極
致
」

で
あ
っ
た
。
「
私
の
信
念
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
私
の
信
す
る
如
来
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る 

か
」
と
問
う
て
、
そ
れ
に
応
え
て
、

私
の
信
念
と
は
、
申
す
迄
も
な
く
、
私
が
如
来
を
信
ず
る
心
の
有
様
を
申
す
の
で
あ
る
が' 

其
に
就
て
、
信
す
る
と
云
ふ
こ
と
と
、
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如
来
と
云
ふ
こ
と
と
、
二
つ
の
事
柄
が
あ
り
ま
す' 

此
の
二
つ
の
事
柄
は
丸
で
別
々
の
こ
と
の
様
に
も
あ
り
ま
す
が
、
私
に
あ
り
て 

は
、

ソ
ー
で
は
な
く
し
て' 

二
つ
の
事
柄
が
全
く 

一
つ
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
 ヽ

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
六
巻'

二
三
〇
頁) 

と
い
っ
て
、
信
ず
る
心
と
信
ぜ
ら
れ
る
如
来
と
が
「全
く 

一
 

つ
の
こ
と
で
あ
る
」
と
言
い
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
満
之
の
獲
得
さ
れ
た 

信
念
の
極
致
が
あ
る
。
満
之
が
言
う
よ
う
に
、
普
通
一
般
に
は
、
信
ず
る
心
と
信
ぜ
ら
れ
る
如
来
と
は
二
つ
の
事
柄
で
あ
っ
て
、
別
々
の 

こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
ま
満
之
は
、
「
私
に
あ
り
て
は
、

ソ
ー
で
は
な
く
し
て
、
二
つ
の
事
柄
が
全
く 

一
つ
の
こ
と 

で
あ
る
」
と
い
う
知
見
を
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
親
鸞
が
『教
行
信
証
』
「
信
巻
」
で
、
 

し
か
れ
ば
、
も
し
は
行
，
も
し
は
信
、

一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
う
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と 

あ
る
こ
と
な
し
。
因
な
く
し
て
他
の
因
の
あ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
と
。
知
る
べ
し
。 

(

『真
宗
聖
典
』
ニ
ニ
三
頁) 

と
了
解
さ
れ
た
「
回
向
の
信
」

の
内
実
を
尋
ね
当
て
た
信
仰
理
解
で
あ
る
。
信

心

と

は

「
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
」
以
外
の
何
も 

の
で
も
な
い
と
喝
破
さ
れ
た
親
鸞
の
信
心
理
解
を
、
満
之
は
、
信
ず
る
心
と
信
ぜ
ら
れ
る
如
来
と
が
「全
く 

一
 

つ
の
こ
と
で
あ
る
」
と
感 

佩
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

信
心
と
は
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
で
あ
る
と
い
う
親
鸞
の
理
解
を
、
も
う
少
し
丁
寧
に
言
え
ば
、
如
来
の
願
心
、
す
な
わ
ち 

「心
を
至
し
信
楽
し
て
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
う
て
、
乃
至
十
念
せ
ん
」
と
招
喚
し
、
「も
し
生
ま
れ
ざ
れ
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
誓 

い
続
け
る
願
心
が
、
わ
れ
ら
衆
生
の
自
我
分
別
心
を
そ
の
根
底
か
ら
打
ち
砕
き
な
が
ら
、
わ
れ
ら
の
上
に
い
ま
現
前
し
現
成
し
、
回
向
成 

就
し
た
事
実
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
親

鸞

は

「願
心
の
回
向
成
就
」
と
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
信
心
と
は
如
来
の 

願
心
の
回
向
成
就
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
親
鸞
は
本
願
成
就
の
教
説
に
見
開
き
感
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す

な

わ

ち

「
信
巻
」
で
、
本 

願
成
就
の
文
を
、

本
願
成
就
の
文
、

『経
』(

大
経)

に
言
わ
く
、
諸
有
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
、
乃
至
一
念
せ
ん
。
至 

心
に
回
向
せ
し
め
た
ま
え
り
。
か
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
往
生
を
得
、
不
退
転
に
住
せ
ん
。
た
だ
五
逆
と
誹
謗
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正
法
と
を
ば
除
く
、
と
。 

(

『真
宗
聖
典
』
ニ
ー
ニ
頁) 

と
独
自
の
訓
み
か
た
を
し
て
、
本
願
の
成
就
は
、
衆
生
一
人
ひ
と
り
に
お
け
る
信
心
の
成
就
で
あ
り' 

信
心
の
成
就
は
如
来
の
願
心
の
回 

向
成
就
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
深
々
と
感
得
し
自
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
さ
ら
に
、
自
ら
に
回
向
成
就
し
た
信
心
を
通
し
て
、
 

衆
生
を
招
喚
し
て
や
ま
な
い
如
来
の
願
心
を
推
究
す
る
三
心
一
心
問
答
の
仏
意
釈
に
お
い
て
、
こ
の
本
願
成
就
文
を
前
後
に
二
分
し
て
、
 

「本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
」(

信
楽
釈)

と

「本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
」(

欲
生
釈)

と
に
分
け
て
、
本
願
成
就
の
内
実
を
よ
り
深
く
正 

確
に
了
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
願
成
就
の
文
を
前
後
に
二
分
さ
れ
た
の
は
、
成
就
に
二
つ
の
成
就
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
本 

願
の
成
就
は
本
願
信
心
の
願
成
就
で
あ
る
が
、
そ
の
本
願
信
心
の
願
成
就
の
根
底
に
は
、

つ
ね
に
本
願
の
欲
生
心
成
就
が
あ
る
こ
と
を
、
 

は
っ
き
り
と
感
得
し
自
証
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
願
の
成
就
と
は
、
衆
生
一
人
ひ
と
り
に
お
け
る
「念
仏
も
う
さ
ん
と
お
も 

い
た
っ
こ
こ
ろ
の
お
こ
る
」
信
心
の
成
就
で
あ
り
、
そ
の
信
心
の
成
就
と
は
、
如
来
の
欲
生
の
願
心
、
す

な

わ

ち

「
た
す
け
ん
と
お
ぼ
し 

め
し
た
ち
け
る
本
願
」

の
成
就
よ
り
他
に
な
い
、
と
い
う
深
義
の
感
得
で
あ
る
。

「
欲
生
我
国
」

の
欲
生
心
と
は
、
生
死
無
明
海
に
流
転
し
続
け
る
わ
れ
ら
衆
生
を
、
大
悲
の
世
界
で
あ
る
「
我
が
国
」
、
す
な
わ
ち
尽 

十
方
無
碍
光
の
世
界
に
生
ら
し
め
ん
と
招
喚
し
て
や
ま
な
い
如
来
の
大
悲
回
向
の
願
心
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
こ
の
大
悲
回
向
す
る
欲
生
の 

願
心
に
本
願
の
最
も
根
源
的
な
招
喚
の
声
を
聞
き
当
て
て
、
わ
が
身
に
自
証
さ
れ
た
の
が
、
か
の
本
願
成
就
文
の
了
解
な
の
で
あ
る
。
 

「
至
心
回
向
」

の

願

言

を

「
至
心
に
回
向
し
て
」
と
訓
ま
れ
て
き
た
訓
み
方
を
一
転
し
て
、
「
至
心
に
回
向
せ
し
め
た
ま
え
り
」
と
訓
む 

こ
と
に
よ
っ
て
、
「
至
心
に
回
向
し
て
」
と
い
う
人
間
存
在
の
最
後
的
な
在
り
方
、
す
な
わ
ち
個
別
的
で
我
執
的
な
在
り
方
を
根
底
か
ら 

打
ち
破
っ
て
、
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
と
叫
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
五
逆
誹
謗
の
存
在
が
、
如
来
の
大
悲
願
心
の
内
に
あ
る
存
在 

と
し
て
、
わ
れ
ら
衆
生
を
真
に
「我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
え
」
と

「如
来
、
諸
有
の
群
生
を
招
喚
し
た
ま
う
勅
命
」
を
、
親

鸞

は

「
至 

心
回
向
」

の
願
言
に
は
っ
き
り
と
聞
き
尋
ね
当
て
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
わ
れ
ら
衆
生
に
開
か
れ
た
信
心
と
は
、
「心
を
至
し
信
楽
し 

て
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
え
」
と
招
喚
し
て
や
ま
な
い
如
来
の
願
心
が
、
わ
れ
ら
の
上
に
現
前
し
現
成
し
た
事
実
、

つ
ま
り
回
向
成
就
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し
た
事
実
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
、
と
感
佩
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
回
向
成
就
」
と
い
う
こ
と
は
、
如
来
の
願
心
が
い
ま
衆
生
の
信
心 

と
し
て
発
起
し
体
験
さ
れ
た
事
実
を
い
い
、
あ
る
い
は
い
ま
衆
生
に
獲
得
さ
れ
た
信
心
は
、
如
来
の
願
心
そ
の
も
の
の
衆
生
へ
の
現
前
現 

成
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
如
来
に
あ
っ
て
願
心
と
い
い
、
衆
生
に
あ
っ
て
は
信
心
と
い
う
が
、
願
心
と
信
心 

と
は
決
し
て
別
な
る
も
の
で
は
な
く
、
体
は
一
で
あ
っ
て
、

一
如
で
あ
る
と
自
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
願
心
と
信
心
と
は
、

一
応
二
つ
の 

事
柄
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
ニ
は
、
信
仰
的
自
覚
の
事
実
と
根
拠
と
し
て
一
で
あ
る
、
と
い
う
信
仰
理
解
で
あ
る
。 

親

鸞

は

『
一
念
多
念
文
意
』

に
お
い
て
、
本
願
成
就
の
文
の
「
至
心
回
向
」

の
願
言
の
意
義
を
尋
ね
て
、
 

「
至
心
回
向
」
と
い
う
は
、
「
至
心
」
は
、
真
実
と
い
う
こ
と
ば
な
り
。
真
実
は
阿
弥
陀
如
来
の
御
こ
こ
ろ
な
り
。

「
回
向
」
は
、
本
願
の
名
号
を
も
っ
て
十
方
の
衆
生
に
あ
た
え
た
ま
う
御
の
り
な
り
。 

(

『真
宗
聖
典
』
五
三
五
頁) 

と
解
し
て
、
「
本
願
の
名
号
」
が
わ
れ
ら
衆
生
に
与
え
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
事
実
こ
そ
「
回
向
」

で
あ
る
と
、
き
わ
め
て
具
体
的
積
極
的 

に
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
願
の
名
号
と
は
、

『教
行
信
証
』

「行
巻
」

の
標
挙
の
文
に
お
い
て
、
「
浄
土
真
実
の
行
，
選
択
本
願
の 

行
」
と
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
「煩
悩
海
に
流
転
し
、
生
死
海
に
漂
没
し
」

つ

づ
け

る
「微
塵
界
の
有
情
」
を' 

如
来
の
清
浄
真
実
の
世
界 

に

「招
引
」
せ

ん
と

す

る

「本
願
招
喚
の
勅
命
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
、
わ
れ
ら
衆
生
に
浄
土
真
実
の
功
徳
の
は
た
ら
く
世 

界
を
開
示
す
る
行
な
の
で
あ
る
。
本
願
の
名
号
こ
そ
欲
生
の
願
心
の
最
も
具
体
的
な
躍
動
相
で
あ
る
。
す
で
に
親
鸞
は
、
「
行
巻
」

の
名 

号
釈
で
、

「帰
命
」
は
本
願
招
喚
の
勅
命
な
り
。
 

(

「真
宗
聖
典
』

一
七
七
頁) 

と
尋
ね
当
て
ら
れ
た
よ
う
に
、
帰
命
の
信
と
は
、
衆
生
が
如
来
に
帰
依
信
順
し
た
心
で
あ
る
以
上
に
、
如
来
が
衆
生
に
名
告
り
出
て
、
衆 

生
に
お
け
る
如
来
自
身
の
自
己
成
就
な
の
で
あ
る
。
本
願
の
信
は
、
そ
こ
に
生
き
生
き
と
名
告
り
出
る
如
来
の
願
心
、
本
願
の
名
号
を
は 

っ
き
り
と
自
証
す
る
体
験
で
あ
り
、
自
覚
で
あ
る
。
如
来
の
願
心
の
現
前
現
成
、
す
な
わ
ち
名
号
の
顕
現
が
信
心
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故 

に
信
心
と
は
、

つ
ね
に
如
来
の
願
心
を
自
証
し
て
い
る
体
験
で
あ
り
、
自
覚
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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い
ま
清
沢
が
如
来
を
信
ず
る
信
念
の
表
白
に
お
い
て
、
信
ず
る
心
と
信
ぜ
ら
れ
る
如
来
と
が
、
「
私
に
あ
り
て
は
」
「全
く 

一
 

つ
の
こ
と 

で
あ
る
」
と
い
う
信
仰
理
解
は
、
親
鸞
に
お
け
る
回
向
の
信
、
す
な
わ
ち
信
心
と
は
「如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
」
以
外
の
何
も
の 

で
も
な
い
と
い
う
信
仰
理
解
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
清
沢
は
、
明

治

三

十

四(

一
九
〇
一)

年

の

論

文

「宗
教
は
主
観
的
事
実
な
り
」

に 

お
い
て
、私

共
は
神
仏
か
存
在
す
る
か
故
に
神
仏
を
信
す
る
の
で
は
な
い
、
私
共
か
神
仏
を
信
す
る
か
故
に
、
私
共
に
対
し
て
神
仏
か
存
在 

す
る
の
で
あ
る
。 

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
六
巻
・
二
ハ
四
頁) 

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
如
来
の
い
わ
ば
客
観
的
な
実
体
視
を
打
ち
破
っ
て' 

信
仰
的
自
覚
の
事
実
を
厳
密
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で 

あ
る
。
清

沢

が

「
我
、
如
来
を
信
ず
」
と
い
う
と
き
、
実
体
的
に
存
在
す
る
我
、
す
な
わ
ち
自
我
存
在
と
し
て
の
我
が
、
同
じ
よ
う
に
実 

体
的
に
存
在
す
る
他
者
と
し
て
の
如
来
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
我
を
離
れ
て
相
対
的
に
実
在 

す
る
如
来
の
観
念
を
完
全
に
打
ち
破
り
、
如
来
は
信
ず
る
我
を
離
れ
て
は
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
自
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

親
鸞
の
如
来
の
願
、心
の
回
向
成
就
と
し
て
の
信
心
の
了
解
に
立
つ
な
ら
ば
、
「
信
あ
る
が
故
に
如
来
在
ま
す
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
満
之
の
信
ず
る
心
と
信
ぜ
ら
れ
る
如
来
と
が
全
く 

一
 

つ
で
あ
る
と
い
う
信
仰
理
解
は
、
親
鸞
の
回
向
の
信
の
自
覚
を
踏
ま
え
た
、
 

浄
土
真
宗
の
信
仰
的
自
覚
を
最
も
主
体
的
に
把
捉
さ
れ
た
理
解
で
あ
る
。
清

沢

の

「宗
教
は
主
観
的
事
実
な
り
」

の
論
文
で
、
「如
来
あ 

っ
て
の
信
か
、
信
あ
っ
て
の
如
来
か
」
と
い
う
問
題
提
起
を
承
け
て
、
曽
我
量
深
は
九
十
歳
の
記
念
講
演
を
「我
如
来
を
信
ず
る
が
故
に 

如
来
在
ま
す
也
」
と
題
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
如
来
在
ま
す
が
故
に
如
来
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
親
鸞 

の
願
心
の
回
向
成
就
と
し
て
の
信
心
の
了
解
に
立
つ
な
ら
ば
、
「信
あ
る
が
故
に
如
来
在
ま
す
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
如
来
の 

願
心
の
回
向
成
就
と
し
て
の
信
心
に
自
証
さ
れ
る
如
来
は
、
客
体
的
に
存
在
す
る
他
者
と
し
て
の
如
来
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
通
俗
的 

な
如
来
理
解
を
根
底
よ
り
打
ち
破
っ
て
、
本
願
の
信
に
お
い
て
自
証
さ
れ
る
如
来
は
、
わ
れ
ら
衆
生
の
根
本
無
明
の
闇
を
破
っ
て
、
尽
十 

方
無
碍
光
の
世
界
に
わ
れ
を
立
た
し
め
、
わ
れ
を
生
ら
し
め
る
、
根
源
的
な
力
用
と
し
て
の
如
来
で
あ
る
。
親
鸞
の
独
創
的
な
信
心
理
解
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を
、
満
之
は
い
か
に
も
近
代
の
信
仰
的
自
覚
と
し
て
蘇
生
し
、
そ
れ
に
よ
く
相
応
し
た
の
で
あ
る
。

四

「如
来' 

我
を
救
う
や
」
と
問
い
つ
づ
け
た
清
沢
は
、
「我
は
此
の
如
く
如
来
を
信
ず(

我
信
念)

」
に
お
い
て
、
 

無
限
大
悲
の
如
来
は
、
如
何
に
し
て
、
私
に
此
平
安
を
得
せ
し
め
た
ま
う
か
、
外
で
は
な
い
、

一
切
の
責
任
を
引
受
け
て
く
だ
さ 

る
ゝ
こ
と
に
よ
り
て
、
私
を
救
済
し
た
ま
う
こ
と
で
あ
る
、
如
何
な
る
罪
悪
も' 

如
来
の
前
に
は
、
毫
も
障
り
に
は
な
ら
ぬ
こ
と
で 

あ
る

(ヽ

中
略)

如
来
は
私
の
一
切
の
行
為
に
就
て
責
任
を
負
ふ
て
下
さ
る
ゝ
こ
と
で
あ
る
、
私
は
只
此
如
来
を
信
ず
る
の
み
に
て
、
 

常
に
平
安
に
住
す
る
こ
と
が
出
来
る

 ヽ

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
六
巻
，
三
三
四
頁) 

と
い
っ
て
、
無
限
大
悲
の
如
来
を
信
ず
る
信
念
の
獲
得
を
告
白
さ
れ
て
い
る
。

一
切
の
責
任
を
引
受
け
て
く
だ
さ
る
如
来
と
の
値
遇
、
 

「
絶
対
無
限
の
妙
用
に
乗
托
」
し

た

「自
己
」

の
獲
得
の
表
白
で
あ
る
が
、
こ
の
信
念
表
白
に
、
私

は

『歎
異
抄
』
が

伝

え

る

「
聖
人
の 

つ
ね
の
お
お
せ
」
を
想
起
せ
ず
に
お
れ
な
い
。

聖
人
の
つ
ね
の
お
お
せ
に
は
、
「
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
。
さ 

れ
ば
、
そ
く
ば
く
の
業
を
も
ち
け
る
身
に
て
あ
り
け
る
を
、
た
す
け
ん
と
お
ぼ
し
め
し
た
ち
け
る
本
願
の
か
た
じ
け
な
さ
よ
」
と
御 

述
懐
そ
う
ら
い
し
こ
と
を
、

い
ま
ま
た
案
ず
る
に
、
善
導
の
、
「自
身
は
こ
れ
現
に
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
、

つ 

ね
に
し
ず
み
、

つ
ね
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
き
身
と
し
れ
」
と
い
う
金
言
に
、
す
こ
し
も
た
が
わ
せ
お
わ
し
ま
さ
ず
。

(

『真
宗
聖
典
」
六
四
〇
頁) 

親
鸞
と
清
沢
満
之
の
こ
の
感
銘
深
い
言
葉
は
、
と

も

に

「
我
は
如
来
を
信
ず
」
と
い
う
一
心
帰
命
の
信
に
自
証
さ
れ
た
、
因
位
の
仏
，
 

法
蔵
菩
薩
と
な
っ
て
は
た
ら
く
如
来
の
願
行
の
感
得
を
語
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『大
無
量
寿
経
』

に
お
い
て
、
阿
弥
陀
な
る
も
の 

が
衆
生
に
は
た
ら
く
因
位
の
本
願
に
お
い
て
法
蔵
菩
薩
の
願
心
を
説
き
、
し
か
も
こ
の
願
心
が
「
不
可
思
議
の
兆
載
永
劫
に
お
い
て
、
菩
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薩
の
無
量
の
徳
行
を
積
植
」(

「真
宗
聖
典
』
二
七
頁)

す
る
は
た
ら
き
と
し
て
、
生
死
無
明
海
に
流
転
す
る
衆
生
の
存
在
す
る
限
り
、
法
蔵 

の
願
行
も
ま
た
不
可
思
議
兆
載
永
劫
に
わ
た
っ
て
積
植
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
教
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
何
よ
り
も
、
阿
弥 

陀
仏
は
単
に
衆
生
を
超
越
し
た
絶
対
者
で
は
な
く
、
衆

生

の

「も
ろ
も
ろ
の
生
死
・
勤
苦
の
本
を
抜
か
し
め
ん
」(

『同
』

一
三
頁)

と
し 

て
、
発
願
よ
り
成
就
ま
で
衆
生
の
生
死
勤
苦
の
場
に
立
ち
、
苦
悩
の
衆
生
そ
の
も
の
と
な
っ
て
、
苦
悩
の
す
べ
て
を
自
ら
に
荷
負
う
て
、
 

衆
生
一
人
ひ
と
り
を
「無
上
仏
に
な
ら
し
め
ん
」(

『同
』
五
一 

ー
頁)

と
し
て
、
自
ら
菩
薩
道
を
歩
ま
ん
と
す
る
如
来
の
無
窮
な
る
大
悲 

の
現
働
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
阿
弥
陀
仏
は
自
ら
阿
弥
陀
仏
の
場
を
捨
て
て
、
法
蔵
菩
薩
と
い
う
菩
薩
の
立
場
に
立
つ
こ
と 

に
よ
っ
て
、
真
に
仏
た
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
法
蔵
菩
薩
は
、
阿
弥
陀
仏
が
法
蔵
菩
薩
と
し
て
衆
生
の
場
に
立
ち
、
衆
生
そ
の
も
の
と 

な
っ
て
、

い
わ
ば
内
側
か
ら
衆
生
の
煩
悩
自
執
性
を
打
ち
破
っ
て
、
衆
生
に
お
け
る
真
に
主
体
な
る
も
の
と
し
て
名
告
り
出
、
現
前
現
成 

し
よ
う
と
す
る
如
来
の
は
た
ら
き
の
象
徴
で
あ
る
。

法
蔵
菩
薩
の
発
願
と
修
行
の
教
説
は
、
「我
は
如
来
を
信
ず
」
と
い
う
信
心
の
自
覚
内
面
に
深
く
肯
か
れ
た
生
き
た
歴
史
的
事
実
で
あ 

る
。

い
ま
親
鸞

の

「
つ
ね
の
お
お
せ
」
は
、
「弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け 

り
」
と
肯
か
れ
た
の
で
あ
る
。
十

方

衆

生

を

「我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
え
」
と
招
喚
し
、
「
も
し
生
ま
れ
ざ
れ
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」
と 

誓
う
仏
の
本
願
を
、
「
ひ
と
え
に
」
こ

の

「親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
」
と
感
佩
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
法
蔵
菩
薩
と
な
っ
て
衆
生
を
招
喚
し
、
 

「も
し
生
ま
れ
ざ
れ
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
誓
い
続
け
る
法
蔵
の
願
行
の
御
苦
労
が
、

い
ま
自
ら
に
獲
得
さ
れ
た
信
心
を
通
し
て
深
々
と 

自
証
さ
れ
た
と
き
、
親
鸞
は
大
き
な
感
銘
と
謝
念
の
念
を
も
っ
て
「
か
た
じ
け
な
さ
よ
」
と
叫
ぶ
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
法
蔵 

菩
薩
と
な
っ
て
誓
い
発
さ
れ
た
本
願
は
、
「念
仏
も
う
さ
ん
と
お
も
い
た
っ
こ
こ
ろ
の
お
こ
る
」
親
鸞
の
信
心
と
し
て
成
就
し
、
親
鸞
の 

信

心

決

定

の

「
今
」
に
、
十
方
衆
生
を
招
喚
す
る
本
願
が
「親
鸞
一
人
が
た
め
」

の
本
願
と
し
て
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
本
願
の
成
就
は
、
 

そ
の
本
願
に
覚
醒
し
本
願
に
帰
し
て
生
き
る
信
心
の
成
就
で
あ
り
、
信
心
の
成
就
を
離
れ
て
本
願
の
成
就
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
願
の
成 

就
と
信
心
の
成
就
と
は
一
念
同
時
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
就
の
時
が
「
一
人
」
と
い
う
真
の
主
体
、
正

定

聚

の

「機
」
、
す

な

わ

ち

「親
鸞
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一
人
」
を

成

就
す

る

「
時
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
親
鸞
が
信
心
成
就
に
お
い
て
「親
鸞
一
人
」

の

「機
」
を
成
就
す
る
と
き
、
十
劫 

成
就
の
本
願
が
親
鸞
の
信
心
の
現
在
に
歴
史
的
現
在
と
し
て
真
に
成
就
し
、
久
遠
の
阿
弥
陀
仏
は
「今
現
在
成
仏
」
す
る
の
で
あ
る
。
 

如
来
は
本
願
に
お
い
て
「十
方
衆
生
」
と
喚
び
続
け
て
い
る
が
、
し
か

し
そ
の
「
十
方
衆
生
」
と
は
具
体
的
に
誰
か
と
い
え
ば
、
こ
の 

「親
鸞
」
で
あ
る
、
こ
の
自
己
を
措
い
て
他
に
は
な
い
。
法
蔵
菩
薩
の
発
願
と
兆
載
永
劫
の
修
行
と
、
そ
の
功
徳
の
回
施
を
、
こ
の
身
の 

底
に
深
々
と
感
得
し
自
証
さ
れ
た
表
白
が
「
聖
人
の
つ
ね
の
お
お
せ
」
で
あ
る
。

い
ま
清
沢
満
之
は
、
こ

の

「
聖
人
の
つ
ね
の
お
お
せ
」 

に
呼
応
し
相
応
し
て
、

無
限
大
悲
の
如
来
は
、
如
何
に
し
て
、
私
に
此
平
安
を
得
せ
し
め
た
ま
う
か
、
外
で
は
な
い
、

一
切
の
責
任
を
引
受
け
て
く
だ
さ 

る

、
こ
と
に
よ
り
て
、
私
を
救
済
し
た
ま
う
こ
と
で
あ
る
、
 

(

傍
点
筆
者) 

と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
の
一
切
の
責
任
を
引
受
け
て
く
だ
さ
る
如
来
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
法
蔵
菩
薩
と
な
っ
て
衆
生
の
救
済
を 

誓
い
続
け
る
法
蔵
の
願
行
を
い
う
の
で
あ
る
。
清
沢
の
こ
の
言
葉
は
、
清
沢
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
の
願
行
の
自
証
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
 

私
の
一
切
の
責
任
を
引
受
け
て
く
だ
さ
る
如
来
、
全
責
任
を
荷
負
う
て
く
だ
さ
る
如
来
、
そ
の
如
来
の
は
た
ら
き
を
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思 

惟
、
兆
載
永
劫
の
修
行
と
教
説
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
れ
ら
衆
生
の
一
切
の
責
任
を
荷
負
う
て
「我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と 

欲
え
」
と
招
喚
し
、
「
も
し
生
ま
れ
ざ
れ
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
誓
い
続
け
る
本
願
を
「
大
悲
の
誓
願
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
清
沢 

に
お
け
る
全
責
任
を
荷
負
う
て
く
れ
る
如
来
の
誓
願
と
の
値
遇
は
、
実

は

如

来

の

「大
悲
——
内
——
存
在
」
と

し

て

の

「自
己
」

の
発
見
で 

あ
っ
た
。
如
来
の
大
悲
の
内
に
在
る
「
我
」

の
発
見
、
す

な

わ

ち

「
絶
対
無
限
の
妙
用
に
乗
托
し
て
、
任
運
に
法
爾
に
此
の
境
遇
に
落
在 

せ
る
」
「我
」

の
発
見
で
あ
る
。
清
沢
は
、
こ
の
よ
う
な
乗
托
妙
用
の
信
仰
的
自
覚
に
自
証
さ
れ
た
如
来
の
意
義
を
語
っ
て
、
「
私
の
信
念 

は
、
無
限
の
慈
悲
と
無
限
の
智
慧
と
無
限
の
能
力
と
の
実
在
を
信
す
る
の
で
あ
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

清
沢
に
お
け
る
如
来
の
信
は
、
如
来
に
お
い
て

あ
る
「
我
」
、
乗

托

妙

用

の

「自
己
」

の
発
見
で
あ
る
が
、
し

か

し

そ

の

「我
」
は
、
 

「何
等
を
も
主
張
す
る
の
で
な
く
、
唯
自
己
の
罪
悪
と
無
能
と
を
懺
悔
し
て
、
如
来
の
御
前
に
ひ
れ
ふ
す
ば
か
り
で
あ
る
、
要
は
慚
愧
の
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表
白
に
外
な
ら
ぬ
」(

曽
我
量
深
「自
己
を
弁
護
せ
ざ
る
人
」
・
『曽
我
量
深
選
集
』
第
二
巻±

ー
二
ハ
頁)

と
い
わ
れ
る
よ
、つ
に
、
自
己
の8

非
亜
心
と 

無
能
を
懺
悔
し
て
如
来
の
前
に
ひ
れ
伏
す
「
我
」

で
あ
る
。
ま
さ
に
善
導
の
機
の
深
信
の
教
言
に
自
覚
的
に
目
覚
め
立
っ
た
「
我
」

で
あ 

る
。
清
沢
満
之
の
生
涯
を
貫
く
課
題
の
一
つ
に
倫
理
道
徳
の
問
題
が
あ
っ
た
が
、
し
か
し
彼
は

「若
し
真
面
目
に
之
を
遂
行
せ
ん
と
せ
ば
、
 

終

に

『不
可
能
』

の
嘆
に
帰
す
る
よ
り
外
な
き
こ
と
で
あ
る
」(

『全
集
』
第
六
巻±

二
三
四
頁)

と
い
っ
て
、
倫
理
道
徳
の
実
行
の
不
可
能 

性
を
告
白
し
て
、

私
の
信
念
に
は
、
私
が
一
切
の
こ
と
に
就
て
、
私
の
自
力
の
無
功
な
る
こ
と
を
信
ず
る
、
と
云
ふ
点
が
あ
り
ま
す 

此
自
力
の
無 

功
な
る
こ
と
を
信
ず
る
に
は
、
私
の
智
慧
や
思
案
の
有
り
丈
を
尽
し
て
其
頭
の
挙
げ
や
う
の
な
い
様
に
な
る
、
と
云
ふ
こ
と
が
必
要 

で
あ
る
、
此
が
甚
だ
骨
の
折
れ
た
仕
事
で
あ
り
ま
し
た' 

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
六
巻
・
三
三
一
——
二
頁) 

と
述
懐
し
て
い
る
。
近
代
の
知
性
人
で
あ
っ
た
清
沢
満
之
に
と
っ
て
、
四
十
年
の
生
涯
を
か
け
た
求
道
の
歩
み
は
、
自
力
無
功
な
る
こ
と 

を
徹
底
し
て
知
ら
し
め
る
道
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
彼
が
仏
道
の
学
び
の
唯
一
の
方
法
と
し
て
選
び
取
っ
た
、
 

あ
の
制
欲
自 

戒

の

「実
験
」

の
生
活
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。
満
之
に
お
け
る
「
実
験
」
は
、
仏
教
の
知
的
理
解
で
は
な
く
、

い
わ
ば
知
性
の
底
の 

底
を
破
っ
て
噴
出
す
る
よ
う
な
「
至
盛
の
要
求
」
に
支
え
ら
れ
た
本
願
他
力
の
信
の
獲
得
の
唯
一
の
方
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
い
ず 

れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
身
な
れ
ば
、
と
て
も
地
獄
は
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
」
と
言
い
切
る
親
鸞
の
求
道
の
歴
程
を
、
清
沢
は
あ
た
か
も 

追
体
験
す
る
よ
う
に
、
自
ら
の
知
性
や
自
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
、
「其
頭
の
挙
げ
や
う
の
な
い
様
に
な
る
、
と
云
ふ
こ
と
」
、
す
な
わ
ち 

「自
力
無
功
」
と
決
定
的
に
思
い
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
清
沢
は
、
法

然

が

「
十

悪

，
愚
痴
の
法
然
房
」
と
い
い
、
親
鸞 

が

「
愚
禿
釈
親
鸞
」
と
名
乗
っ
た
凡
夫
の
自
覚
道
に
立
ち
帰
り
、
そ
れ
に
自
覚
的
に
生
き
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
我
は
如
来
を 

信
ず
」
と
い
う
満
之
の
信
念
は
、
ま
さ
に
凡
夫
の
身
に
戦
い
取
ら
れ
た
「本
願
の
信
」

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

清

沢

の

「
我
が
信
念
」
は
、
こ
の
よ
う
に
基
本
的
に
凡
夫
の
自
覚
道
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼
が
「処
世
の
完
全
な
る
立
脚
地
」
と 

し

て

「真
宗
」

の
根
本
義
を
「精
神
主
義
」

の
名
の
も
と
に
世
に
捧
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
精
神
主
義
は
、
た
だ
に
人
を
し
て
そ
の
自
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覚
に
お
い
て
信
仰
的
実
存
と
し
て
独
立
せ
し
め
る
の
み
で
な
く
、
さ
ら
に
実
存
の
交
わ
り
と
し
て
「真
の
朋
友
」
関
係
、
す

な

わ

ち

「彼 

(

如
来)

の
光
明
中
の
同
朋
」
と
し
て
の
共
同
体
の
成
立
す
る
地
平
を
も
開
く
も
の
で
あ
っ
た
。
論

文

「他
力
信
仰
の
発
得
」

の
な
か
で
、
 

吾
人
は
現
に
彼
の
光
明
の
懐
抱
中
に
あ
る
な
り
、(

中
略)

吾
人
は
吾
人
の
み
な
ら
す
一
切
衆
生
か
吾
人
と
同
く
彼
の
光
明
の
摂 

取
中
に
あ
る
こ
と
を
信
す
る
な
り
、
故
に
吾
人
は
一
切
衆
生
と
共
に
彼
の
光
明
中
の
同
朋
な
る
こ
と
を
信
す
る
な
り
、

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
六
巻
・
一
ニ
ニ
頁) 

と
述
べ
て
い
る
。
満
之
を
中
心
と
す
る
浩
々
洞
は
、
「如
来
を
信
ず
る
」
と
い
う
信
仰
的
自
覚
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
信
仰
共
同
体
と 

し
て' 

念
仏
の
僧
伽
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
た
と
い
ど
の
よ
う
な
反
目
と
嫉
視
と
が
あ
っ
て
も
、
共
に
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
自
覚
に
立 

っ
て
、
互
い
に
傷
つ
け
ら
れ
崩
壊
す
る
こ
と
の
な
い
朋
友
の
交
わ
り
、
そ
れ
を
満
之
は
「如
来
を
信
ず
る
」
信
に
お
い
て
与
え
ら
れ
開
か 

れ
る
利
益
で
あ
る
と
感
佩
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

無
限
大
悲
の
如
来
に
信
憑
す
る
も
の
は
、
皆
共
に
如
来
の
寵
児
に
し
て
、
互
に
兄
弟
姉
妹
な
り
、

(

明
治
三
十
六
年
当
用
日
記
抄
・
『清
沢
満
之
全
集
』
第
八
巻
・
四
五
五
頁) 

こ
の
満
之
の
言
葉
は
、
か
つ
て
曇
鸞
が
「
同
一
に
念
仏
し
て
別
の
道
な
き
が
故
に
、
遠
く
通
ず
る
に
夫
れ
四
海
の
内
皆
兄
弟
と
す
る
な 

り
」(

『浄
土
論
註17

『聖
教
全
書
』

一'

ニ
ニ
五
頁)

と
い
わ
れ
た
、
浄
土
の
眷
属
功
徳
の
教
説
の
自
証
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
 

明

治
三

十

六(

一
九
〇
三)

年
六
月
一
日
付
、
暁
鳥
敏
に
宛
て
た
最
後
の
書
簡
の
終
わ
り
の
方
で
、
清
沢
は
、
 

尚
コ
ン
ナ
事
一
二
点
研
究
シ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
ラ
東
方
聖
書
ノ
英
文
大
経 

佐
々
木
君
ガ
御
ア
キ
デ
ア
レ
バ
拝
借
シ
タ
ク
ア
リ 

マ
ス
カ
ラ
宜
敷
御
願
下
サ
レ
テ
御
都
合
出
来
レ
バ
御
入
来
の
節
御
貸
附
ヲ
願
ヒ
マ
ス 

(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
九
巻
，
三
〇
五
頁) 

と
書
き
送
ら
れ
て
、

『大
無
量
寿
経
』

の
研
究
の
た
め
、
佐
々
木
月
樵
か
ら
英
文
大
経
を
借
用
し
た
い
と
記
し
て
い
る
。
命
終
の
一
週
間 

前
の
こ
と
で
あ
る
。
死
の
直
前
ま
で
、

い
の
ち
の
限
り
を
尽
く
し
て
仏
道
を
研
鑽
し
、
研
究
精
進
に
全
身
全
霊
を
打
ち
込
ま
ん
と
す
る
意 

欲
は
、
ま
さ
に
願
生
浄
土
の
自
覚
道
を
完
全
に
生
き
切
ら
れ
た
相
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
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